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はじめに

現在主流のリチウムイオン電池（LiB）の電解液を固体化した「全固体電池」。電気自動車（EV）

向けに実用化が見込まれる時期が「2022年ごろ」と具体化してきました。スマートフォンやあ

らゆるモノがネットにつながる「IoT」端末向けはさらに早く、今年から量産が始まります。充

電の速さや安全性の高さを強みに普及すれば、蓄電池やEV市場などの勢力図を書き換える可能

性が高くなっています。また、2017 年 4 月からエネルギー小売自由化がスタートしていま

す。その際に蓄電デバイス（二次電池・キャパシタ）も重要な役割を担うことになります。

東日本大震災による原子力発電所事故の影響で、産業界は従来の原発依存から太陽光や風

力発電など再生可能エネルギーへの転換が求められています。自動車分野では、プラグイ

ン車（PHV）や電気自動車(EV)といった環境自動車市場も拡大傾向にあります。

一方、再生可能エネルギーは天候状況により、電力供給が不安定などの問題を抱えてい

ます。こうした問題を解決するため、電気を蓄え効率的に利用することができる蓄電デバ

イス（小次電池・キャパシタ）の必要性が高まっています。

リチウムイオン二次電池（LiB）は、安全性の向上によって、応用市場（アプリケーショ

ン）の拡大と連携して、今後も成長が予測されます。スマートフォン、ウエラブル機器、

環境自動車、IoT 端末などへの応用が期待されます。国内でも電池メーカーと自動車メー

カーとで、以前は合弁会社の設立などが相次ぎ、事業展開を行ってきました。

電気二重層キャパシタ（EDLC）は、これまでのOA機器や産業機械向けなどに加え、自動

車のアイドリングストップや新エネルギーの平準化向けなどが期待されています。

本レポートの第Ⅰ章では、全固体電池の動向及び蓄電池・キャパシタ（蓄電デバイス）

の世界市場動向や展望について、調査及び分析を行っています。第Ⅱ章では、二次電池（蓄

電池）の世界市場動向や展望について述べています。第Ⅲ章では、キャパシタの世界市場

動向や展望について記載しています。第Ⅳ章では、キャパシタメーカーの動向や展望を掲

載。また第Ⅴ章では、二次電池（蓄電地）メーカーの動向や展望について述べています。

弊社は本年、創業 52 周年を向かええる市場調査・マーケティング会社です。本レポー

トは、弊社スタッフにより調査・編集されています。本レポートは、蓄電池・キャパシタ

業界を、事業・生産・製品動向などを踏まえながら、将来展望や市場予測を含めてコンパ

クト（1 冊・P200）にまとめました。同シリーズは、新規参入される企業様を含めた事業

計画書の立案、事前調査、実行、検証など幅広く活用されています。
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第Ⅰ章 全固体電池と蓄電デバイスの将来（サンプル）

１．蓄電デバイスの定義と市場概況

蓄電デバイス（Storage Cell）は、電気エネルギーを化学エネルギーに変えて蓄える部

品・デバイスである。以下のように蓄電池とキャパシタに分類する。

そのうち、蓄電池は、化学反応によるため電子を多く放出でき、高いエネルギー密度を

得ることができる。高いエネルギー密度では、蓄電デバイスは小型化が可能なため、携帯

電話や自動車などに搭載する場合、最適となる。鉛蓄電池が古くからあるが、現在注目さ

れているのが、リチウムイオン電池（LiB）やニッケル水素電池（Ni-MH）である。

また、キャパシタやコンデンサは化学反応を行わないために、充放電のサイクルによっ

て劣化が少ない。エネルギー密度は二次電池より低いものの、バックアップ電源や自動車

などの回生エネルギー利用で電気二重層キャパシタが採用される。

蓄電デバイス（蓄電池・キャパシタ）の分類

蓄電池（二次電池） キャパシタ（コンデンサ）

リチウムイオン二次電池（LiB） 電気二重層キャパシタ（EDLC）

ニッケル水素電池（Ni-MH） リチウムイオンキャパシタ（LiC）

蓄電デバイス

（Storage Cell）

鉛蓄電池 ※ アルミ電解コンデンサ

※ 本書ではアルミ電解コンデンサを含めない

リチウムイオン二次電池（LiB）は、非水電解質二次電池の一種で、電解質内のリチウム

イオン電池が電気の伝導を担う二次電池である。現在では、正極にリチウム金属酸化物を

用いて、負極にグラファイトなどの炭素材を用いるものが主流である。

LiB の特徴として、通常は非水系の電解液を使用するため、水の電気分解電圧を超える

高い電圧が得られ、エネルギー密度も高い。こうした特徴からノートパソコンなど携帯機

器に多く使用されている。メモリー効果が小さいことも、携帯電話や一部のオーディオプ

レーヤーなど継ぎ足し充電する機器に適している。LiB の金属リチウムに対する最大の利

点は、デンドライト問題（電極をショートさせる現象）がほとんど存在しないことである。

また、LiBの自己放電特性（保持特性）は、ニカド電池やニッケル水素電池よりも良い。

電気二重層キャパシタ（Electric double-layer capacitor：EDLC）は、電気二重層とい

う物理現象を利用することにより、蓄電効率が著しく高められたキャパシタである。20世

紀末よりEDLCの開発が始まり、今後性能がさらに向上すれば一部のバッテリーを代替する

可能性がある。EDLCは、陽極と陰極の二つの電極を持つが、この二つが二重層という名称

の素になったのではなく、両極それぞれの表面付近で起きる物理現象である「電気二重層」

が由来である。EDLCは、ウルトラ・キャパシタやスーパー・キャパシタとも呼ばれる。EDLC

の主な特徴は、内部抵抗が低く、短時間で充放電が行われ、充放電による劣化が少ないの

で、製品寿命が長い。その他、電圧が低く、自己放電によって時間とともに失われる電気

が比較的多く、充放電時に電圧が直線的に変化することなどが挙げられる。

リチウムイオンキャパシタ（LiC）は、一般的なEDLCの原理を使用しながら、負極材料

としてリチウムイオン吸蔵可能な炭素系材料を使用し、リチウムイオンを添加することで、



①主要蓄電デバイス別市場推移・予測（数値はサンプル用）

主要蓄電デバイス別世界市場推移・予測 （数量） 単位：百万個
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リチウムイオン ニッケル水素電池 電気二重層キャパシタ

リチウムイオン 2,600 3,390 4,300 4,960 5,650 6,400 7,340 7,960 8 ,860 10,070 11,000 

ニッケル水素電池 790 910 1,030 1,230 1,350 1,490 1,640 1,780 1 ,920 2 ,060 2,200 

電気二重層キャパシタ 810 840 870 940 1,020 1,120 1,220 1,340 1 ,450 1 ,570 1,700 

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

※ サンプルのため以下の棒グラフを省略

※ 以上、日本エコノミックセンター作成



第Ⅱ章 二次電池市場の動向と展望（数値はサンプル用）

１．二次電池世界／国内市場の動向と実態

(1)二次電池世界／国内市場概況（2011～20年度）

①二次電池世界世界市場概況

国内及び海外市場共に、数量的には増加傾向に推移する（年成長率約 10％）。環境対応

車（電気自動車やハイブリッド車）やスマートフォン、タブレット端末などの拡大により、

リチウムイオン電池（LiB）市場は今後も順調に推移する。ただ日系と韓国系電池メーカー

のシェア争いによって、価格の下落傾向が続いており、パナソニックなどは電池事業の強

化、住友化学などもLiB関連部材の生産能力増強などを行っている。

②二次電池国内市場概況

2015 年の国内販売実績で種類別では、リチウムイオン電池の販売数量は 10 億 3,185 万

個と前年比7.9%の増加となった。販売金額は、3,607億 500万円と、同3.1%の増加となっ

た。ニッケル水素の販売数量は、4億3,439万7,000個と同0.3%と増加した。同電池は、

携帯電話やノートPCなどの用途で、リチウムイオン（LiB）からの切り替えがほぼ完了し

ている。販売金額は同4.7%減の1,602億 9,400万円となった。

リチウムイオン電池は、容量、価格や安全性で問題がある。鉛蓄電池の2倍の容量を持

ち安くて小型、と注目された亜鉛電池の寿命が延びて注目されている。例えば日本触媒で

は、HV向けに5年後をメドに実用化する。また、電解質に固体を使用する全固体電池の開

発を進めている。従来の全固体電池は容量が低かった。リチウムを使用した前固体電池で

は、トヨタ自動車と大阪府立大学とで従来比約8倍の容量能力が実現できたしている

2015年電池国内販売実績（経済産業省機械統計）単位：千個、百万円、前年比%）

数 量 金 額 数量前年比 金額前年比

自動車用 23,633 108,425 98.2% 101.8%

その他鉛 ※1 7,685 63,097 94.4% 102.0%

小型制御弁式 - - - -

ニカド電池 ※2 94,005 16,467 94.3% 102.9%

ニッケル水素 434,397 160,294 100.3% 95.3%

リチウムイオン 1,031,850 360,705 107.9% 103.1%

二次電池計 1,591,570 709,188 104.6% 100.8%

全電池合計 4,303,570 807,496 101.4% 101.3%

※1 その他の鉛に小型弁式が含まれる。※2産業用アルカリ電池などを含む

二次電池世界市場推移予測          （単位：百万個 / 百万円）

2011年度 2012年度 2015年度 2020年度

出荷数量 4,980 6,000

前年度比 122.4% 120.5%

出荷金額 2,801,800 3,147,500

前年度比 113.2% 112.3%

※ 日本エコノミックセンター予測



①一次電池・二次電池世界市場推移・予測（数値はサンプル用）

一次電池・二次電池世界市場推移・予測　（単位：百万個）
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一次電池（百万個） 二次電池（百万個）

一次電池（百万個） 32,600 33,370 34,150 34,920 35,700 36,470 37,250 38,020 38,800 39 ,470 40 ,000 

二次電池（百万個） 4,070 4,980 6,000 6,860 7,660 8,550 9,630 10,380 11,400 12,740 13,790

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

※ 2015年度までは実績、16年度からは予測

※ サンプルのため以下の棒グラフを省略

※ 以上、日本エコノミックセンター予測



③二次電池世界メーカーシェア（数値はサンプル用）

二次電池世界メーカーシェア（数量ベース）　2015年度

パナソニック
17.7%

サムスンSDI(韓）
21.9%

ＬＧ化学（韓）
7.5%

ＢＹＤ（中）
6.9%

Amperex（中国）
5.4%

その他メーカー
40.7%

パナソニック サムスンSDI(韓） ＬＧ化学（韓） ＢＹＤ（中） Amperex（中国） その他メーカー

※ サンプルのため以下の円グラフを省略

※ 以上、日本エコノミックセンター推定を含む



第Ⅲ章 キャパシタ市場の動向と展望（サンプル）

１．次世代キャパシタ（LiC）市場の動向と実態

(1)リチウムイオンキャパシタの概要と歴史

①LiCの概要

リチウムイオンキャパシタ（LiC）とは、一般的な電気二重層キャパシタ（EDLC）の原理

を使用しながら、負極材料としてリチウムイオン吸蔵可能な炭素系材料を使用し、リチウ

ムイオンを添加することで、エネルギー密度を向上させたキャパシタである。正極と負極

とで充電・放電の原理が異なり、リチウムイオン二次電池（LiB）の負極と電気二重層の正

極を組み合わせた構造を持っている（非対称型）。性能面では既存のEDLCの市場を代替す

る可能性もあって、LiCに期待されている。

LiCは、セルの電圧と負極の静電容量が増加するため、従来のEDLCと比較してエネルギ

ー密度が優れている。従来のキャパシタ電圧は2.5V～3V程度であるが、リチウムイオンを

あらかじめ負極にドープすることによって、4V程度まで上昇させることができる。セル内

のエネルギーは電圧の2乗に比例するために、電圧上昇分によってエネルギーの向上に寄

与できる。また、リチウムをプレドープされた負極は、従来のEDLCで主に使用されている

活性炭と比較して、数十倍の静電容量を保有している。そのため、セル内全体の静電容量

は理論上で約4倍にまで増加して、その分のセルのエネルギーは高まることとなる。これ

らの要因によってLiCは、通常のキャパシタと比較してセルのエネルギーを飛躍的に高め

ることが可能となっている。

その他の特徴として、電流の出力密度、寿命、メンテナンスもEDLCと同等レベルであり、

自己放電も小さい。リチウムイオン電池（LiB）と比較して、熱暴走を起こしにくく安全性

が高い、下限電圧に制限がある、過放電が進むとセルが劣化するため、電圧監視のための

制御回路が必要となる、電気二重層と比較して高温特性に優れている等が挙げられる。

LiCの正極が電気二重層を形成し物理的な作用で充放電するのに対し、負極はLiの化学

反応によって充放電する。エネルギー密度が高いのは、負極及び静電容量が増大したため。

②LiCの歴史

電解液にリチウム塩を使っているキャパシタは、既に昭栄エレクトロニクス（2010年 3

月、太陽誘電エナジーデバイスへ社名変更）がコイン型タイプのキャパシタ（PAS）に適用、

実用化しているが、積層型、円筒型などの大型については、これまでに実用化されていな

かった。2005 年 11 月には、富士重工業が負極材料にポリアセン系材料を使用して負極に

リチウムイオンを大量にドーピングするキャパシタ技術を公開したことで、LiC の開発が

加速した。この技術はカネボウが開発したもので、2006年2月に日本ミクロコーティング、

同年6月に昭栄エレクトロニクスにそれぞれLiCに関する技術が供与された。

現状では旭化成FDKエネジーデバイス、JMエナジー、NECトーキン、太陽誘電、アドバ

ンスト・キャパシタ・テクノロジーズ、新神戸電機などがLiCを開発中である。製品タイ

プとしては、薄型（ラミネート型）と円筒型（ピストン型）がある。



①リチウムイオンキャパシタ市場推移・予測（数値はサンプル用）

リチウムイオンキャパシタ世界市場推移・予測
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金額（百万円） 385 803 3 ,047 4 ,620 6,279 7 ,245 7,952 8,758 9,709 10,364 11,200 
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※ 2015年度までは実績、16年度は予測

※ サンプルのため以下の棒グラフを省略

※ 以上、日本エコノミックセンター作成



第Ⅳ章 キャパシタメーカーの動向と展望（個票）

１．電気二重層キャパシタ関連メーカーの動向と展望

※ サンプルのため以下の記載内容を省略

会社名 〇〇〇〇 株式会社

本 社

会社概要

事業内容

関連製品

生産拠点

生産動向

担当/販売

EDLC出荷数量・金額推移予測                 （単位:百万個/百万円）

2016年度

（実 績）

2017年度

（実 績）

2018年度

（予 測）

2019年度

（予 測）

2020年度

（予 測）

出荷数量

前年度比

出荷金額

前年度比

タイプ別出荷数量・金額推移予測               （単位:百万個/百万円）

2016年度

（実 績）

2017年度

（実 績）

2018年度

（予 測）

2019年度

（予 測）

2020年度

（予 測）

小型積層型

前年度比

（金 額）

前年度比

（SMD）

前年度比

（金 額）

前年度比

‐ ‐ ‐ ‐ ‐小型円筒型

前年度比 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

‐ ‐ ‐ ‐ ‐（金 額）

前年度比 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

※ 日本エコノミックセンター推定を含む



第Ⅴ章 二次電池メーカーの動向と展望（個票）

１．二次電池国内主要メーカーの動向と展望

※ サンプルのため以下の記載内容を省略

会社名 〇〇〇〇 株式会社

本 店

会社概要

事業内容

製品動向

生産拠点

研究／開発

担当／販売

二次電池出荷容量・金額推移予測               （単位:百万個/百万円）

2016年度

（実 績）

2017年度

（予 想）

2018年度

（予 測）

2019年度

（予 測）

2020年度

（予 測）

出荷容量

前年度比

出荷金額

前年度比

タイプ別出荷容量・金額推移予測                 （単位:百万個/百万円）

2016年度

（予 想）

2017年度

（予 測）

2018年度

（予 測）

2019年度

（予 測）

2020年度

（予 測）

LiB（容量）

前年度比

（金 額）

前年度比

Ni-MH

前年度比

（金 額）

前年度比

鉛蓄電池

前年度比

（金 額）

前年度比 - % - % - % - % - %

※ 日本エコノミックセンター推定を含む
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  ～ 次世代自動車・環境対応車市場予測・インフラ

B5 判・CD-ROM  220 頁

\70,000～\110,000

2017 年 12 月刊

2018 燃料電池市場・技術の実態と将来展望     
  ～ 燃料電池市場予測・燃料電池車・関連部材/技術

B5 判・CD-ROM  210 頁

\70,000～\110,000  

2017 年 11 月刊

2018 コンデンサ市場・部材の実態と将来展望     
  ～ コンデンサ市場実態/予測・関連部材・応用製品

 B5 判・CD-ROM  210 頁

\70,000～\110,000

2017 年 10 月刊

2017 スマートグリッド市場の実態と将来展望       
～ スマートグリッド市場実態/予測・IoT・仮想発電所

B5 判・CD-ROM  200 頁

\70,000～\110,000  

2017 年 9 月刊

2017 リチウムイオン電池市場の実態と将来展望         
  ～ 次世代リチウムイオン電池市場予測・部材/技術

B5 判・CD-ROM  210 頁

\70,000～\110,000  

2017 年 8 月刊

2017 スマートコミュニティ市場の実態と将来展望       
  ～ スマートコミュニティ市場予測・関連市場/関連技術

B5 判・CD-ROM  200 頁

\70,000～\110,000  

2017 年 7 月刊

2017 EMC・ノイズ対策市場の実態と将来展望
  ～ EMC ノイズ対策市場実態/予側・技術・応用製品

B5 判・CD-ROM  200 頁

\70,000～\110,000    

2017 年 6 月刊

2017 HEMS 市場・関連機器の実態と将来展望       
～  ZEH・HEMS・BEMS 市場実態/予測・関連デバイス

B5 判・CD-ROM  210 頁

\70,000～\110,000

2017 年 5 月刊

2016 スマートハウス市場の実態と将来展望      
  ～ スマートハウス市場実態／予測・HEMS・関連機器

B5 判・CD-ROM  200 頁

\70,000～\110,000         

2016 年 9 月刊
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